
 
 

 2014年１月より平戸に地域医療を学ぶべく、我々４人の初期研修医が各地より参りました。大学病院や市中の大

病院では学べないような地域に密着した医療現場を肌で学ぶ、というテーマをもとに４週間の研修生活に励みました。院

外での活動や休日のプライベート活動なども研修の一貫であり、その集大成としてこのページを執筆させていただきます。 

研修医２年目 西森 誠 

医療法人社団 神鋼会 神鋼病院 

出身：高知県 出身大学：高知大学 

テニスと鯛茶漬けをこよなく愛する男。長崎までラケットを持ってきたほど。 

研修中は長崎弁をマスターしようと夜な夜な頑張っていたらしい。 

研修医２年目 赤羽 祥太 

独立行政法人 労働者健康福祉機構 横浜労災病院 

出身：神奈川県  出身大学：浜松医科大学 

純日本人。救急科志望のアツい男。化け物級の身体能力をもち、

筋トレには余念がない。研修中は週に一度はジムに通うほどのタフさ。 

研修医２年目 中山 瞳 

横浜市立市民病院 

出身：長野県  出身大学：新潟大学 

気配り上手なお嬢さん。NHKのアナウンサー並のプレゼン能力をもつ。 

平戸チャリンコ横断という空前絶後の偉業を成し遂げた。 

研修医１年目 明石 周爾 

長崎大学病院 

出身：長崎県  出身大学：長崎大学 

優秀な専属カメラマン兼研修医。研修中に撮った写真は 5000枚を 

超える。写真のためならどんな苦行も辞さない屈強な精神力をもつ。 

院外実習では看護師、理学療法士、ケアマネージャーと共に

患者さん宅へ伺い、在宅医療のあり方を考えました。患者さん

とそのご家族の日常生活を間近に拝見することで、その方の価

値観や生活観に沿った医療・福祉の提供こそが地域医療の醍

醐味であると感じました。 

 

平戸市民病院での外来では科の垣根を越えた多

彩な患者さんを診療させていただきました。多くは内

科的な慢性疾患を抱えられた方ですが、整形外

科的な訴えを持たれた方も多くいらっしゃり、幅広い

知識と患者さんの訴えに対応する柔軟性が求めら

れると感じました。 

仕事以外の遊びも充実！海に山に星空に、テニス

や温泉そして飲み会。みんなで皿うどんを作って食べ

たり、お肉や鯛茶漬け、おいしいお刺身もたっくさんい

ただきました！楽しいことが多すぎて、写真を撮らな

かった日がありません（笑） 
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